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Abstract
In recent years, the child-nurturing support program has been strongly promoted in Japan. On the
other hand, child abuse has become more intensified and problems related to child poverty have
become a serious issue. In this paper, it is argued that the current child-nurturing support is not
effective for those children who experience child abuse and the disadvantages of poverty. The
conclusion is that the current child-nurturing support does not secure the well-being of all children.
Through examining problems of the current child-nurturing support program, it is argued that the
child-nurturing support should aim to secure the life and growth of child.
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全国の児童相談所での子ども虐待対応件数は2 0 0 9年
７月発表の速報値で4 2 , 6 6 2件にのぼり，前年に比べ
2 , 0 2 3件増加している。また2 0 0 4年の児童福祉法改
正で新たに市町村が虐待の相談や通告の窓口となった
が，平成1 9年度の全国の市町村での虐待対応件数は総
数で5 0 , 1 2 0件であった．厚生省（当時）が，全国の児
童相談所で受理した養護相談中の虐待の把握を開始した






































どもの貧困率を計測した阿部は，2 0 0 1年におけるわが
国の子どもの貧困率が1 4 %であることを明らかにしてい
る．なんと，７人に１人の子どもが貧困であるというの

































り強力に推進されている．知られるように，1 9 9 0年の
1 . 5 7ショックを契機に少子化が深刻な問題と受け止め












































































































































おもしろいことに，じつは，1 . 5 7ショックのあった





































































































































































ことが可能となるまでの間（2 0 3 0年頃まで）における
労働力人口の減少を緩和するために，『若者，女性，高


















































































うした保育施設を追認する対応（鈴木2 0 0 4），改革とい
うよりいまの地方自治体での大きな動きとして公立保育
所の民営化，その民営化に拍車をかけることが懸念され






































として課せられる」（山田2 0 0 5：2 6）のである．わが
国でも，明治期以来，国家の手によって親の子どもに対
する責任が制度化されてきている（田澤1 9 9 9，広井



























































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
『自己責任
・ ・ ・ ・
』の単位である家族へ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
とシ







にあり（村山2 0 0 3：2 6），その結果，「経済力に乏しい






















































































































































う結果なのである」（川崎2 0 0 6：9 0）といった，虐待に
走る親の困難な状況が視野のなかから消え，したがって，































・ ・ ・ ・
の限界を認めた











































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
と表裏を
なし，子どもは固有の所得をもたない
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ことが通常である」
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